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～Meet up Chubu vol.16 画像処理～

インフラや設備点検の
大幅な省力化を実現するための

DX三種の神器とは？



壮大なゴール：機械の目・機械の視覚神経の実現
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インフラ設備の異常個所を検出・分析するサービスの具現化

鉄道・道路事業者
電力・通信
河川・港湾事業者

土木構造物の
目視点検の省力化

高精度な位置情報

高精細画像処理

AI画像認識

による

の のため



試作：新連携支援事業で開発を加速
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• 「やりたいことはあってもお金がない」

• 「出来るかどうか分からないことを“出来る”と言いたい」

• 「効果を生み出せるかどうかも分からない」

• 「高速移動しながら構造物をスキャンするには撮影システムが必要」

• 「GNSSと動画の同期アイディアを実際の動くものにして検証したい」

• 「データ加工・登録のワークフォローを自動化したい」

• 「AIの精度を上げたい」「AIで検出だけでなく判断をさせたい」

• 「経時変化を管理する使いやすいアプリケーションが欲しい」

思い切ってや
ってみなはれ

2年間で
全部やった！



AIアルアル：質の良いデータを如何に集めるかがカギ

Copyright © 2016 R&D Center, Nakasha Creative Corporation｜2023/5/17 ▶ Page 4 ▶

• AIの学習データである損傷箇所の写真はそもそも少ない
• 点検調書（Excelが多い）内に張り付けられた写真をかき集めるのでは不足

• 定期的に写真を撮り続けないと変化を知ることが出来ない

・品質の定義⇒カメラの選定、システム構成検討⇒撮影車両、撮影モジュール

・GNSS-BeatBoxのレンタル提供

•撮る仕組みの提供を考えなければ前に進めない
• 日常的に巡視点検＝動画撮影を導入する

• 簡単にデータを取れる仕組みを提供する



製品・サービス：高精細動画撮影
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顧客の望むタイミングで、撮影を実施します。

更新頻度をコントロールできる独自のStreetViewを持てるようなサービスとして好評です。

• 11K高精細360動画、路面撮影、マルチカメラ撮影、多周波GNSSアンテナ

• 車載カメラ治具も当社オリジナル（汎用のアルミパイプでDIY）

11K360動画カメラ 多周波GNSSアンテナ 4Kグローバルシャッターカメラ



製品・サービス：GNSS-BeatBox®
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• 高精度位置情報を動画に付与するための装置

1年間の複数の顧客、案件による実用検証を経て、4月以降レンタルサービス開始

⇒保線事業で先行スタート、高速道路管理で実証実験中、評価は上々



製品・サービス：GV-Sync®
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• GNSS-BeatBoxと共に撮影した動画に1フレーム単位の位置情報を付与する登録ツール

ArmCPU、IntelCPU版で動作。ハードウェア、ソフトウェアの安定性向上で社内運用中

⇒クラウドサービス版の開発によってデータ加工手段を顧客に提供可能



製品・サービス：4D-db®
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• 位置情報付きの設備・施設写真の経時変化を管理するマルチアングル画像データベース

1年間の試験運用とブラッシュアップ開発を経て、2024年4月以降で先行ユーザによる利用
開始⇒初期ユーザ獲得後にクラウド環境の整備、ドメイン取得してサービス化検討



要素技術：構造物の変化を捉える高精細画像
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• 4K高精細、11K、8K高精細360、長尺、フォトグラメトリ、ギガピクセル

OV橋脚に落書き ジョイント付近の露筋 ジョイントゴム亀裂

ジョイント段差 ジョイント雑草・ゴム劣化 OV剥落



要素技術：変わらない位置を正確に記録するGNSS
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• 2周波RTK,ネットワークRTK、CLAS、自律航法GNSS

センチメートル精度とはいえないが、±1mの誤差範囲を確保

⇒損傷箇所の位置情報ではないが、写真に付ける位置精度としては十分



要素技術：損傷を検出するディープラーニング物体検出
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• 物体区分、検出、（セグメンテーション）

画像を目視で検出できるなら、AIでも検出出来る（損傷画像の収集が肝）



要素技術：人に代わって評価する機械学習
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• 雑草繁茂度

明確に区分された数パターンの判断なら実現可能

⇒厳密な診断ではなく、直感的な判断の範疇で上手く活用



成果：路面損傷の経時変化把握
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• AI検出した路面損傷＋AIで診断した損傷レベル⇒ヒートマップ化

全部をくまなく見るのはAIが得意、ヒートマップで大域的に把握し、二画面並べると人間が把
握しやすい⇒人間の気付きとAIのハイブリッドで効果を上げる



デジタルメンテナンスサービスの開始 2022~
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2023/7以降 GNSS-BeatBoxレンタル開始 PoCデータ加工サービス

2024/4以降 4D-dbクラウド（トライアル/スタンダード）提供開始予定



協業：DMS事業の課題

Copyright © 2016 R&D Center, Nakasha Creative Corporation｜2023/5/17 ▶ Page 15 ▶

• 【加工】点検車両、保守車両向け撮影治具の製作
• 耐環境性能をクリアした屋外（車外、列車外）設置カメラ筐体、撮影治具の製造、保守

• 【IoTハード】リアルタイムに物体（損傷）を検出するエッジAIデバイスの提供
• エッジデバイスの製作、供給、保守

• 【AIモデル】YOLOの最新成果活用、モデルの軽量化
• 応用研究、モデル性能評価、改善

• 【ソフトウェア】GV-Sync、4D-Dbのブラッシュアップ、製品化
• ソフトウェア開発、テスト

• 【SI】GNSS-BeatBox、4D-dbクラウドの拡販（スケール）
• OEM提供や既存システムとの統合提案

• 【PoC】インフラ点検DXの実証
• 巡視点検、詳細点検で効果を上げられる適用シナリオの特定と効果測定

多くの課題があります。協業パートナー/実証実験フィールドを求めます。


